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最近の病理学における surgicalpathologyの発展には目ざましいものがあり
ます。この分野では病理診断と直結して治療がなされる関係から，臨床から多く
の情報を得ることがより正確な診断を下すために要求されるのであります。
骨軟部腫療の診断はことに予後及び治療の方法を決定する点で重要で，その進
歩は著しいとはいえ，また，むずかしく病理学者泣かせの領域であります。たと
えば手足の切断の判断を臨床からせまられるからであります。この分野のレント
ゲン診断学の進歩は病理学者の診断の大きな助けとなります。この本の緒言にも
ある如く，本書は臨床医のみならず病理学者の参考書ともいい得るのでありま
す。
本書は Virginia大学のレントゲン部門の Yaghmai教授によって書かれたも
ので， 650例の骨軟部腫療の angiographyの所見をまとめたものであります。
その特徴の 1つは tumor-likelesionを含めた豊富な症例をきれいな図譜で示
し，重要な部分は組織像との対比をしている点にあります。
次に，その項目を列挙しながら，その内で注目される部分の紹介をしたいと思
います。
(第2項)bone forming tumors :悪性骨腫療のうちで最も多く，また診断の
むずかしい骨肉腫をレントゲン学上 osteolytic，sclerotic，mixed typeに分け
その各々の typeが病理学的分類とどのように対比出来るかを豊富な資料にもと
づいて説明しています。ことに注目すべきは，その鑑別診断で， ときに鑑別のま
ぎらわしい benignosteoblastoma等を明確に記載しています。
(第 3項)cartilage forming tumors : 一般に軟骨肉腫を含めた軟骨由来の腫
療の診断は良性悪性の鑑別の点で病理学的には大変むずかしいもので、す。従って， 
angiographyでも同様に難解ですが，要領よくまとめられています。悪性腫療で
は抗癌剤などに対する抵・抗がつよく現段階では切断が唯一の治療法となっている
ため，本書はその浸潤範囲をきめるのに大変役立つものと思います。
(第4，6項)giant cel1tumors，vascular tumors: この種の腫療は血管に
富むために angiographyはとくにその威力を発揮する所で， 本書の内でもその
写真がとくにきれいで，各腫療をあざやかに浮き彫りにしています。
(第 5， 8項)other connective tissue tumors : 前項とは異なり， angiogra-
phyの上であまり特徴のない fibrosarcoma，liposarcoma等には，その限界を感
じさせます。
(第7項)Ewing's sarcoma，malignant lymphoma: この種の腫揚は抗癌剤
や放射線などの治療が効果的でありますが，治療前と後の状態を比較し， どのよ
うに angiographyで変貌するかを対比しています。 この所見は治療効果の判定
に大変役立つものと考えられ，臨床医の大きな福音となると思います。
(第 9，10項)tumor-like lesion，infectious diseases : これらの病変はとも
すれば不注意に扱いがちで、ありますが，悪性腫壌との鑑別診断の上で重要であり
ます。
以上，本書に関する簡単な紹介をしましたが，本書は臨床医のみならず病理学
者にも，是非一読をすすめたい好書であります。(長尾孝一)
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